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　永溶性染料の大部分はスルフオン酸些をもつており，　　　　Direct　CoPPer　Blue　5B（C．1．　Direct　Blue　151）

染色に際しては無機篭解質を加えるが，主としてNaCl，　　　　（日本化薬）

NagSO4などが用いられる。蔵擾染率ll・の染色においては電　　　　　　　OH　　CHaO．v．一．一　　＿＿一一〇Cl－ls

解撫繊欝糠綴鍵撫　〔〕（譜N《⊃〈〉　
動慶はいちじるしく変化する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOsNa
　　　　1）
　MEGGYは25°CにおけるOrange　Hの溶解度およ　　　　　　HO

ける染料溶液の状態とは非常に異ると考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NaOsS＼／＼／NH2
変灘犠繍欝黎琶難1ヒ鷺諜劣　…讐・S・・Bl・・2B（C・　1・　D・・ec・Blue・5）

び灘を報告・・い・一・実麟・融お＝N Cγ「

渤度については，厳密に、、燃まだ多くの究明すべき　個宝化薬）

㈹・あ…t飽和醐こ・・いてはac・・…y・ac…　　興／巴。鯉7－）一・一一’99”s

ω）は次賦で袈わされる．　　　　　　目1一＼一ノ＼一／

ほとんど報告、・なく，染糊挺の翻度と染謙の関　　　目1

　　　　　　　　　　　　一！－　　　　　　　　　　　　　　　NaOsS＼／＼／SO3Na

　　　r・…1／（〔Na＋〕〔Dつ）2…・………一…（1｝　　　　HO　NH，

しかし染料の溶液中と繊維中との活動度については，　　　　　一一一N＝　N－・／＼／＼

係についても明らかではない。　　　　　　　NaO・S＞＞SOINa
ここでは直接染料について染料の7・・Cにおける溶解　2・酬慶は常法によつて7°°Cにおける食包繍液を

卿、よび。，・i。i・y　fac・。rと染着慰ついて報告する。　つくり，雌灘よつて澱を瀧した・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　染色は市販セPファン紙を5g．／1．のマルセル

　　　　　　　　実　　　　　験　　　　　　　　　　　　石けんによつて精練し，常法によつて70°Cにおいてお

、．酵染料用V、た染榊次の・鞭あつて、囎、　こなつた・また，電顯として用い“t　NaC1は鰍品を

も鰍。一ダ灘よつて精製した。　　　　そのままで黙した・

　　Chrysophenine　GX（C・1・Direct　YeHow　12）（ll　　　　　巽験結果

　本化薬）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
C，H，・〈：》N－○・H・・CH〈二〉、、～濫：：，鴇1謝1卿も、驚：11島

　　　　　　　一．、tt－－　　SO・Na　SO・Na　および，　Ch，y、。phet、i。。　GX（以下，　Ch，y、。ph，。i。，と

　　一N－N《⊃…H・　　　　いう）の7・・C，における溶脇、第、数示一S。

・憂爾諏砺理僻醗翫彌蕨蒸雨霧　 2・C°PPe「　Blue・　Sky　BlueおよびCh「ys°phenine

　　研究　第1報　　　　　　　　　　　　　　　　　のセロファン紙に対する吸着燈および親和力（染料溶液

＊＊　儒州大学繊維学部　色染学研究室　　　　　　　　　中の染料の裸準状態から繊維中の標準状態に移る標準化
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学ポテンシヤルの楚△Ff°によつて表わす）は策2表に　　．　「　Table　3　Activity　factor　of　Direct　dyes・

示すとおりである。　　　’　　　　　　　　　　　　　dye　　　NaCI　activity　fELctol’ltrv　1／（rcv）2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，0　　　　　　　13。66　　　　　　　0．0054

Table　l　The　solubitity　of　Direct　CoPPer　Blue　　　Direct　Blue　5　B　O．5　　　　15．97　　　　0．0039

　　　　　5B・Direct　Sky　Blue　2B　and　Chrysophenine　　　　　　　　　　　　　O。1　　　　21．14　　　　　Q，　QO22

　　　　　GX　in　Naq　solution　at　70°C．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’「「tt．Ltt『…一　「t．｝．t一一tt』…『一”rr’t．’．”t－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．6　　　　　　　10．57　　　　　　　　0，0090

　　　　　　　　　　　　　　Solubility（mole／1）　　　　　　　　Direct　Sky　Blue　1，0　　　　　8．55　　　　0，　Ol37

N、CI　Di，ect　1聯う。，　Di，ect忌ky　Chry、。ph，ni。。　　　2B　O・5　　7・63　0・°1ア2
　mole／l　Blue　5　B　　　　Blue　2　B　　　　　GX　　　　　　　　　　　　　　　　　O．2　　　　　7。25　　　　0．　Ol　90

　　1．grm…：二二　w…－　0．　OO，8‘　『一　＿t　t’ny’『　　　．一．．L－L　　　　」ニユ＿＿＿＿＿Z二！．9＿＿＿．蔓，処8§＿＿

　　1．0　　　　　0，0053　　　　　　　0，0130　　　　　　　0．OOO4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。6　　　　　　　50．00　　　　　　　0，　QOO4

　　0．5　　　　　0．0076　　　　　　　0．0281　　　　　　　0．0012　　　　　　　　Chrysophenine　　O．5　　　　　　　40．00　　　　　　　0。0006

　　0．2　　　0，0130　　　　　0．0350　　　　　0，0075　　　　　　　　　GX　　　　O．2　　　　　27．70　　　　　0．　OO13

　　0．1　　　　　0．Ol68　　　　　　　0．0386　　　　　　　0．0125　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0・1　　　　　　　25。30　　　　　　　0・OOI6

　　0　　　　　　　0，0289　　　　　　　0，0704　　　　　　　0，0291

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・　染浴に加えた電解質　NaClσ）1弓ll度．と　Activity

Table　2　Adsorption（eq／kg）of　Direct　CoPPer　Blue　　　factorκンの関係について考えてみ嶺（，　Z個のスルフ1・

　　　　　灘「総kl1器誤£鍍ys°phenine・鰯…F1・も・・てい・…：麟・1・N・・Dで姻・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，溶液中のナトリウムィオン〔Na　’“．　”は，次の．｝こうに

dye　　NaCl

　　　　　　0．5
Direct
　　　　　　O，2Copper
Blue　5　B　O・1

i・iti・l　dye　c・・…t・ati・n（ln・1。）　なる。

　3，6×10－3　　　　1．8xlO－3　　　　　　　　〔Na『｝’〕a窩Z〔D即〕σ十〔Na＋〕臼……・…・…・…（Z）

1器nalff・…y艦ρn　affi・i・y　ただし，〔N・＋〕・および〔D－〕・はそれぞれ輔　1の

｝br戒｝訪。・O．、092価　　鷹唐緻によるNa魁染料アニオンwぐある・

0．0　1　0．037　　　－　　　　　　0．023　　　一

0．091　5310　　0．087　5460　　　　　（1）式に（2）式を入れるとNaClを加えたばあいは，

0・08759100・0836240　　　1／（・・）・＝Z〔D－〕書＋〔N。・〕、〔Dつa

　　　　　　1．6

Direct　　1．O
Sky
Blue　2　B　O・5

　　　　　　0．2

　　　　　　0．1

　　　　　　0．0

Chryso圃　0．5

P蟹ne・・2
　　　　　　8：1

2．0。IO－s　。．8。IO－s　　で・ある・多くの染料にっ1・・て〔D『〕・くく1・・であるから

・・33842・・…6　覧・4・　　〔…〕H〔D－〕・≒意・・
0．246　　4360　　　　0．174　　3850

0．1564330　0．。983270　　a’・Vま・Z〔Dつくく1・0である。

0・076　4780　0・044　3560　　　　また〔Na＋〕sの変化に対して〔D－〕の．変化は小であ
O・　068　6100　　0・　054　6100　　　　るから　次の式が成り立つ。
O．020　　　－・　　　　　　0．005　　　－一

1．6。1。一・　㎜67蘭0．・　　　1／（κ・）2≒・〔Na＋〕・一・…一・一…・（8）

Q．105472。　0．0744480　　C。PP・r　Btu・5B・Sky　Bl・・2B才・よびChry・・ph・・

0．067　4850　　0．041　4530　　　　nine　GXにつ、、、て　1／（κv）2と〔Na＋）s　とをプロット

O．　044　48アO　　O．　028　4670　　　　すオ、ば第1図に示すようになり，ほぼ（8）式のような直線

0・003　H’nt’－　　0・002　一　　　　　関係を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　染色したセμファン。シート申の染料と染料瀬液

　　　　　　　　　　考　察　　鍵蒙講需謙副劉、獣奪瓢；

　1・CepPer　Blue　sB・Sky　Blue　2BおよびChryso・　　アン相では均一な拡散状態で染藩しているものとすれ

phenine　GXのA・vを（1）式から求めうと第3表のとおり　　ば，両相の標準状態における棟準化学ポテンシャルの差

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△μ゜は，次式によつて表わされる。
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一d／ta＝RTIn〔Na〕あ〔D〕φ／Vz＋1－

　RTIn〔Na〕：〔D〕a

　1
～赫2
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1，0

　　　　　　　　O　　　　　　または・

　　　⑧　　　　　　　　　　　　　　　、

試e @　　i岩lili幾一・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。ただし、〔Na〕φ，〔D〕φおよび

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Na〕，，〔D〕，はそれぞれセロファン中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および溶液中のナトリウム。イオンおよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び染料イオンの濃度であり，V1／kgは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乾燥繊維1k9あたりの内部容穣（Vo・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lume　term）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色後セロファンが全体として中性で

㍉・。e　　　　　であ。、療。。，，，燃濃1鰯！・

　　　＼ミ　　　　　　浴から染囲祉きには・
臨＿、（　パ゜　　諜㍉・・n・t・　・…　tlE…，　bi　Ve　，

・・朗 ｪ1欝聡鑑・励愉副　譜一一一・（・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる。log〔Na〕aとIog〔0〕φとをプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pヅトすれば勾配1／2の直線がえられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るはずである。Sky　BlueおよびCh－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rySophenineに・っいて示せば第2図のよ

（D）φ

1，5

0，1

0，5

G＄　　7－w「一一　　　　　　　　　　　ev

　　　　　・　／メ）ゲーレー」（ム

　　　　　　1　合一A一フ

ダ乞啄剰

　　i　　　　　うになり，勾酉己はほぼソ2となり，この

匠一σ　　　　　とき㈲式は成立しているものとみとめら

．麟・・哩嘆／°’ D．cノぜ　　れる・
’　　　　　n’　　　　パ　　　　　　　　　　．　　肛『　・・

一△1uim’m

　染料の濃い溶液においては，吸着最と

activity　factorとの関係は，（4）式から

次のようになるo

　　　〔叫・（・・）2参k…一・・…（5）

すなわち〔D〕gfi　・　kt　一．↓．　v6’・、＃）る。

　　　　　　　　　　　　κり

　　　o　　　　　　　o．5　　　　　　　1，0　　　　　　（5）武にしたがつて，〔D2〕φと（κレ）2と

　　　　　　　一1ag（Na）　　　　　　　　　　　　　　　をプロットすれば第3図のようになつて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慮線関係がみられる。
F’g’2 潤C°諮留ch1°「ide°n　　す・わち，購k…との・縣は…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式のような関係があると考えられる。
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0．5

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／（rcレ）2・＝k〔Na〕。十a（k，　aは箆数）

＼。　　　　Chryso，11e、、ne　　　また購された染料の」il，；（1：D〕φ）と・・との1’ISi］には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の関係が見られる。すなわ’ら，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔D〕φ剥・’．1．．．（k’は7ヒ数）

一”

`　　°＼。　（本㈱繊、幽959・鰍期研究燃にお、，、講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、、．．．一　演の一部である）

　　　　　　　　　　　　　0．OOI　　　　　　　　　　　　　　　　　Oじ〔［OIS）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sky　B且ue　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）A．B，　MEGGY；Dis，of　Farady　Soc，　No．1．6，149

　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954）

一＿△　　　　　　　2）T・VICKE・・TA・・：The　physical　chemist「y
　　　　　　　　　　　　一一9ここ凝　　・fdy・i…2・d・d・…1・9（195・）

　O，01　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．02

　　　　　　　　　　　伽PP・r・1肥　　／．　　　　　Summa「y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Direct　yellow　12）in　sodium　chloride　soluti◎n　has

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　been　determined，　and　activity　factor　has　been　calcu・
　0，002　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．OQ4

　　　　　　　　　　　　　　　1／t（rcu、a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iated．

　　　　　　Fig．．3　The，el。ti。。　b、twee。　th。　acti。ity　　The　relati°・b・tw・en・s・di・m　chl・・ide　c・ncent・a・

　　　　　　　　　　　factor　and　adsorption　of　dye．　　　　　　　　tion（：〔Na〕・）added　in　the　dye　solution　and　κP　is

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔・・〕・－k縞幽・・e・e…hka・d　・　are

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　constants。

　　　　　　　　　　　　　　　結　　論　　　　　A。d，・he　re1。ti。n　b。・ween－、c、　and　dye　ad、。，b，d

　染料溶液に加えた電解質の量（〔Na〕、）とactivity　　　　on　the　fiber（〔D〕φ）are　〔D〕φ　＝k’．鳶．tt　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おレ

factor（κレ）の闇には次の関係がみとめられる。　　　　　　constant　dye　bath，　where　k’is　constant．

曝


